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結果の活用 
●炭種毎の特性予測 
●反応炉設計支援 
●スケールアップの効率化 
●運転条件の最適化　等 

石炭利用基盤技術開発の概念図 

インターネット 

石炭利用基盤技術開発データベース 

噴流層ガス化用シミュレーション技術開発 

石炭評価技術 モデル化 シミュレーション 
プログラム 

（噴流層ガス化用） 測定標準化 

データ収集 

解析技術 

流動データ 

伝熱データ 

反応データ 

灰データ 

微量元素データ 

データ入力 
●装置形状 
●運転条件 
●石炭性状 
●その他 

アウトプット 
●温度分布 
●ガス化効率 
●ガス組成分布 
●スラグ状態　等 

石炭利用基盤技術開発の開発内容 

酸化剤 

生成ガス ＋ チャー 

チャー 
石炭 

溶融スラグ 

ガス化部 
●石炭・チャーの 
　燃焼・ガス化 
●灰の溶融排出 

熱回収部 
●熱回収 

1.  ガス化炉の設計 
2.  ガス化効率・熱効率への影響 
3.  長期安定運転 
4.  ガスクリーンアップ・環境特性 

1.  温度分布 
2.  粒子の衝突付着パターン 
3.  灰挙動の予測 
4.  炭素転換率、生成ガス組成 
5.  ガス流動パターン 
6.  N.S.微量元素等排出予測 

シミュレーション 
プログラムの構成 

反応モデル 

流動モデル 

伝熱モデル 

1.  揮発化モデル 
     石炭＋熱→揮発分＋チャー 
2.  チャー反応モデル 
     チャー＋O2→CO2 
     チャー＋CO2→CO 
     チャー＋H2O→H2、CO 
3.  灰挙動モデル 
     灰生成、灰付着、成長 
4.  N、S、アルカリ、ハロゲン、 
     有害元素等 

石炭ガス化技術実用化への寄与 シミュレータの予測項目 

反応モデルの開発 

HYCOLガス化炉の解析 旋回型噴流床ガス化炉の解析例 

ガス化本体をモデル化 

ガス化炉 
圧力容器 

同伴粒子量 

旋　　回 

（1）石炭のガス化反応 

（2）粒子の衝突・付着 

上段バーナ 

下段バーナ 

スラグ 

HYCOLガス化炉 
50ton/day

水冷耐火壁 

ガス流速分布 石炭粒子の軌道 CO濃度分布 温度分布 

生成ガス 

石炭利用基盤技術開発プロジェクトでは、現在世界

で実用化が最も期待されている石炭ガス化技術の確

立に寄与する石炭ガス化シミュレーション技術の開発

が進められてきました。これは、大学、国及び企業の

研究所において各種試験装置による試験を実施する

とともに、得られたデータを基にガス化炉内の反応や

粒子の挙動等をモデル化し、それらを用いたコンピュ

ータシミュレーションコードを作成し、大型のガス化炉

内で起こる現象（ガス化反応、ガス及び粒子の流動

状況、温度分布、灰付着状況等）を模擬するシミュレ

ータを開発するものです。このようなシミュレータの開

発によって、コンピュータを用いた計算により炉内

の現象が再現され、ガス化炉の設計や運転に役立つ

ことが期待されています。

このプロジェクトは、米国及び豪州の企業を含めて12

社、17大学、2国立研究所が参加してスタートした

産・学・官の共同の大プロジェクトで、平成7年度から

11年度まででフェーズⅠが終了し、平成12年度から5

年間の予定でフェーズⅡが実施されています。フェー

ズⅠでシミュレーションの基本的な部分を完成し、フ

ェーズⅡではより大きな実験装置及びパイロットプラ

ントによる試験データを解析することによりシミュレー

ションコードの高精度化を図り、実際のガス化炉の

ガス化反応、ガス及び粒子の流動状況、温度分布、

灰付着状況をより正確に予測できるシミュレータが開

発されることになっています。
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［石炭の徹底研究］

石炭利用基盤技術開発

スミちゃん


